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背景とねらい： 
超高齢者社会を迎えている我国では、加齢による筋萎縮の予防は高齢者の quality of 

life (QOL)向上と運動器症候群（ロコモティブシンドローム）発症予防が重要です。そ

こで、高齢化社会に伴い益々増加する身体ロコモーションシンドローム「サルコペニア

・筋萎縮」の予防や、進行遅延に効果を発揮する海藻由来フライボノイド資源の新規探

索・検証と次世代機能性食品への創製を目指しました。 
 

特長と効果：  
日本近郊に生育する海藻類に含まれるフラボノイド類の成分解析により、フラボノイ

ド類「モリン」を同定しました。動物実験において、普通食群では、ガン細胞移植により

萎縮筋で観察される筋重量の有意な減少や、筋線維面積の縮小が認められました。これ

に対して、モリン食群ではガン移植による筋重量や筋線維面積の減少に対して、抵抗性

を示しました（図 1）。さらに、モリンはガン細胞の増殖を抑制することを一助として、

ガン誘発性筋萎縮を予防することがわかりました。 

一方、線虫を用いた解析により、モリンと既に市販されているケルセチンとの生物効

果を、線虫の全ゲノム遺伝子のアレイ発現解析の比較をすることで、それぞれの有用性

に関する相違を見出すことができました。海藻から抽出された新たなフラボノイド成分

の生物効果について、同じく、線虫のアレイ解析による遺伝子発現変動を明らかにする

ことも、成功しました。特に、モリンは寿命延伸に大きく寄与していることを見出しま

した（図 2）。 

 

 

 

図 1 モリン摂取によるガン誘発性筋萎縮の予防効果 

  

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 モリンによる線虫の寿命延長効果 

 

社会実装の対象と可能性： 

モリンは抗筋萎縮作用成分を有する海産物素材（海藻類）であり、加齢や高齢者の寝

たきり状態等による筋萎縮の進行の遅延や予防する、食品加工技術を用いた機能性食品

のプロトタイプです。日本人の食材として馴染み深い海藻類由来のフラボノイドは、副

作用・細胞毒性が低く、近海資源としても豊富です。 

健常人が鳴門ワカメから抽出したフラボノイド画分を毎日 1.5グラム、28日間摂取し

ても、副作用はみられず、尿中の酸化ストレスマーカーや筋蛋白質分解マーカーを抑制

する傾向を示しました。今後、実際の癌誘発性筋萎縮を発症した患者で、その有効性が

証明できれば、社会実装が可能である。 
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